
１
月

28日
㈯

・
29日

㈰
、

島
根

県
雪

合
戦

大
会

「
雪

合
戦

　
旭

　2017」
が

ア
サ

ヒ
テ

ン
グ

ス
ト

ン
で

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

夏
よ

り
熱

い
冬

が
く

る
！

の
キ

ャ
ッ

チ
フ

レ
ー

ズ
の

も
と

、
県

内
外

か
ら

参
加

し
た

41チ
ー

ム
が

熱
戦

を
繰

り
広

げ
ま

し
た

。
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主
な
内
容

住
み
た
い
　住
ん
で
よ
か
っ
た
　魅
力
い
っ
ぱ
い
　元
気
な
浜
田

住
み
た
い
　住
ん
で
よ
か
っ
た
　魅
力
い
っ
ぱ
い
　元
気
な
浜
田

平
成
２
９
年

な
つ

か
し

の
国

 石
見

平
成
２
９
年

な
つ

か
し

の
国

 石
見

広
報

３
月

号
　
№
191

３
月

号
　
№
191

～
　豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
　～

～
　豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
　～
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地
方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ

れ
る
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。連

絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な
い
状
態

が
続
く
と
、　

官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤
務

先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
場
合
に
よ
っ
て
は

自
宅
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、財
産
（
預
貯
金
・

給
与
・
年
金
・
生
命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）

の
差
押
え
や
公
売
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
収
納
係　
（
☎
�
９
２
４
０
）

● 

市　
税

　

入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

国
民
健
康
保
険
料

　

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、
い
っ
た
ん

医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
収
納
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

● 

介
護
保
険
料

　

い
っ
た
ん
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し

て
も
ら
っ
た
り
、
自
己
負
担
割
合
が
３
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
が
受
給
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
未

納
の
期
間
に
応
じ
て
、
給
付
制
限
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

（
☎
�
１
５
２
０
）

● 

市
営
住
宅
使
用
料

　

連
帯
保
証
人
に
支
払
い
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
に
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
と

き
に
は
、
裁
判
所
を
通
じ
た
財
産
の
差
押

え
や
、
住
宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（
☎
�
９
６
３
０
）

● 

保
育
所
保
育
料

　

財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
退
会

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０)

● 
幼
稚
園
保
育
料

　

３
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
は
、
通
園

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

● 

上
水
道
・
簡
易
水
道
料
金

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

● 

下
水
道
使
用
料

● 

下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金  　

　

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

　

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状
態
が

続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
�
９
６
４
０
）

平成27年度　差押え状況
財産の種類 差押件数

預貯金 130件

国税還付金 34件

生命保険 26件

年金 10件

給与 8件

動産 3件

そのほか 10件

合計 221件

　

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納

期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
納
付

の
猶
予
や
分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
市
役
所
に
来
ら
れ
る
か
、
又
は
電
話
で

担
当
課
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
平
日
夜
間
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
中
、
仕
事
な
ど
で

納
付
相
談
が
難
し
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

日
程
は
、「
広
報
は
ま
だ
」
付
属
の
「
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大

変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
取

扱
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役
所
各
担

当
課
・
各
支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日　

各
納
期
の
末
日

申
込
期
限　

毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以

降
の
納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
り
ま

す
。

※　

平
成
29
年
度
第
１
期
分
か
ら
口
座
振
替

を
開
始
・
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税　
　
　

３
月
17
日
㈮
ま
で

軽
自
動
車
税　
　
　

４
月
20
日
㈭
ま
で

市
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
19
日
㈮
ま
で

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
市
税
・
保
険
料
・

料
金
・
負
担
金
な
ど
は
、
教
育
、
福
祉
、

公
共
施
設
の
運
営
や
整
備
、
各
種
保
険
事

業
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
全

員
が
安
心
し
て
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

の
大
切
な
財
源
で
す
。

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

自動車の差押え（タイヤロック）

　

市
で
は
、
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る

人
や
事
業
所
に
対
し
て
、
各
担
当
課
が
文

書
に
よ
る
通
知
や
電
話
催
告
な
ど
に
よ
り

納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ

が
な
い
か
確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る
場

合
に
は
、早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
税
な
ど
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
全

国
の
コ
ン
ビ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

見逃しません 市税などの滞納
－滞納処分を強化－

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
が
な
い
と
…



広報はまだ：平成29年３月号　　　 45　　　広報はまだ：平成29年３月号

【名簿活用の流れ】

　市では、高齢者や障がいのある人など災害が起きた
際に支援が必要となる人の避難行動要支援者名簿を作
成しています。
　この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における
安否確認・避難支援をしていくために、登録者本人の
同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供を
行っています。対象となる人には、情報提供の意思確
認のための同意書を送りますので、ご協力をお願いし
ます。

対象となる人（避難行動要支援者）
①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けてい

る人
⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
⑥そのほか支援が必要と申し出のあった人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに住民

票がある人は除きます。
※　①～⑤以外で名簿掲載を希望される人は、お問い

合わせください。

意思確認の際にお送りするもの
①制度に関する案内
②情報提供に関する同意書
③返信用封筒

避難支援等関係者に提供する名簿情報
①氏名　②年齢　③住所　④性別

情報の提供先（避難支援等関係者）
　情報提供に同意された人の名簿（同意者名
簿）は、警察や消防のほか避難の支援や安否
確認などを行うお住まいの地区の次の組織に
お渡しします。
○自主防災組織
○消防団
○民生児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内

会
※　地域まちづくり推進委員会・自治会・町

内会については、市へ避難支援等関係者の
届出を行うことで情報を受け取れます。

名簿情報を提供することで…
　避難支援等関係者は、提供を受けた同意者
名簿をもとに、平常時からの災害の備えとし
て、対象者への声かけや見守り活動を行いま
す。また、各地域内の取組体制が整ったとこ
ろから、対象者の訪問調査などを行い、個別
の避難支援計画の作成に順次取り組みます。

申請・問い合わせ先
名簿作成について

本庁地域福祉課地域福祉係
（☎�９３００・▢FAX �３４４０）

地域防災全般について
本庁安全安心推進課防災安全係
（☎�９１２２・▢FAX �１８６６）

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の返信

③同意した人のみ
避難支援等関係
者へ情報提供

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

　３月初旬頃に各対象者に郵送します。「同意する」「同
意しない（照会は毎年してください）」「同意しない（今
後の照会は不要です）」のいずれかを選び、必ず返信
してください。

※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、被
災状況によっては、支援できない場合もあることを
ご了承ください。

　これまで要支援認定者（要支援１・２ ）に対する
予防給付サービスとして提供されていた訪問介護

（ホームヘルプ）、通所介護（デイサービス）につい
ては、内容を拡充して、介護予防・日常生活支援総
合事業として実施します 。
　今までよりサービスの選択の幅が広がり、一人ひ
とりの状態にあったサービス利用ができるようにな
ります。

３月まで ４月から

要
支
援
１
・
要
支
援
２

要
介
護

１
～
５

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に

よ
る
予
防
対
象
者

訪問介護、訪問看護、
通所介護、通所リハビリ、
福祉用具貸与、住宅改修など

介護給付

介護予防訪問介護
（ホームヘルプ）

訪問介護

介護予防通所介護
（デイサービス）

通所介護

訪問看護、通所リハビリ、
福祉用具貸与、住宅改修など

予防給付

口腔、栄養、閉じこもり
訪問型介護予防事業

運動、口腔機能向上、
栄養改善、閉じこもり予防

通所型介護予防事業

二次予防事業

現在の訪問介護相当
緩和した基準の訪問介護

訪問型サービス

現在の通所介護相当
緩和した基準の通所介護

通所型サービス

訪問看護、通所リハビリ、
福祉用具貸与、住宅改修など

予防給付

介護予防・生活支援
サービス事業

訪問介護、訪問看護、
通所介護、通所リハビリ、
福祉用具貸与、住宅改修など

介護給付

今までどおり

変わります

65歳以上
の
高齢者

介護給付、予防給付（今
までどおりの介護サービ
ス）を利用

介護予防・生活支援サー
ビス事業の訪問型サービ
ス、通所型サービスを利用

※　すでにサービスを利
用している人は、担
当のケアマネジャー
にご相談ください。

本庁健康長寿課
各支所市民福祉課

要介護・要支援
認定の申請

基本チェックリ
ストの実施

サービス利用の流れ

　４月１日の新規申請の人から新しい制度に変わり
ます。すでに、介護サービスを利用している人は更
新申請の時から順次移行します。新しい制度になっ
ても、引き続き必要なサービスを利用することがで
きます。

介護予防・日常生活支援総合事業だけを利用する場合は、要介護・要支
援認定を受けなくても、基本チェックリスト（窓口などで行う質問票）の
判定を受けた結果、ケアプランによりサービス利用が可能となります。

【問い合わせ先】
　浜田地区広域行政組合介護保険課
　　　　　　　　　　　（☎�１５２０）
　本庁健康長寿課　　　（☎�９１２１） 
　金城支所市民福祉課（☎�１２３５）
　旭支所市民福祉課　　（☎�１４３５） 
　弥栄支所市民福祉課（☎�２６５６） 
　三隅支所市民福祉課（☎�２８０６）

　避難行動要支援者名簿の活用
災害時に避難が困難な人を支援します 介護予防・日常生活支援

総合事業が始まります
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火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈬から７日㈫まで
の７日間、全国一斉に春の火災予防運動が実施されます。

３つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすいも
　のから離れた位置で使用す
　る。
・ガスこんろなどのそばを離
　れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
　警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテンからの火災
　を防ぐために、防炎品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住
　宅用消火器などを設置する。
・高齢者や身体の不自由な人を守るた
　めに、隣近所の協力体制をつくる。

救急車の適切な利用をお願いします
　市民の皆さんの安心・安全を確保するため、救急
車は重要な役割を果たしています。しかし、救急車
で搬送された人の約半数が入院を必要としない人で
占められ、搬送先の病院の救急外来が混み合い、命
に関わる重い病気やけがの人への対応が遅れること
が懸念されます。
　救急車や医療機関は限りある資源です。救急要請
のなかには「交通手段がない」「どこの病院に行け
ばよいかわからない」といった理由で、救急車を呼
ぶ例も見受けられます。
救急車を呼ぶべきか判断
に迷ったら、かかりつけ
医(町の開業医)に相談し
てみてはいかがでしょうか。

休日・夜間の急な子供の病気の対処には、
島根県小児救急電話相談（☎＃８０００）へ
　県内のどこからでも掛けることができ、小児科医
師・看護師・保健師から症状に応じた適切な対処や
受診する病院などのアドバイスが受けられます。
問い合わせ先
　消防本部予防課予防係（☎�１１６７）

火災概況

　市における出火原因は「たき火」が８件で全体の
３割を占めています。たき火を行うときは、風の強
い日は避け、その場を離れず、終わったら必ず水を
掛けて、確実に消火しましょう。
　倉庫や物置など、夜間無人になる建物には施錠を
確実に行い、建物の周囲には燃えやすい物を置かな
いようにして、放火されにくい環境をつくりましょう。
　たばこは、炎を上げて燃え出すまで時間がかかる
ため、就寝後や外出後に火災となって被害が大きく
なる傾向にあります。吸殻の後始末を十分にする習
慣をつけ、投げ捨ては絶対にやめましょう。
　火災になる原因のほとんどは、火を取り扱う人の
不注意によるものです。日頃から防火に心掛け、火
の取扱いには十分注意しましょう。

救急車の出動件数
救急出動件数（件） 搬送人員（人）

浜　田 1,926 1,802
金　城 250 238

旭 174 165
弥　栄 90 85
三　隅 382 369
管轄外 2 2
合　計 2,824 2,661
※　前年と比較すると、救急出動件数は増減

なし、搬送人員17人の減少となりました。

　平均すると、１日に7.7件の出動で、7.2人が救急
隊に搬送されたことになります。事故種別ごとにみ
ると、急病が1,783件と最も多く、救急出動の件数
の半数以上を占めています。次いで一般負傷が470
件、転院搬送が291件、交通事故が192件の順となっ
ています。

問い合わせ先
　消防本部予防課予防係（☎�１１６７）

火災件数（件） 損害額（千円） 死傷者数（人）
24 5,172 0

※　前年と比較すると、火災件数は７件減少しています。

浜田（写真左）・金城（右）で披露された一斉放水

　１月８日㈰、浜田市消防出初め式を島
根県立大学講堂で開催しました。式典で
は、消防団員の市長表彰・団長表彰が行
われ、団員の団結強化と地域防災の担い
手としての決意を新たにしました。
　式典後、浜田・金城の２会場で防火パ
レードと一斉放水が披露されました。
※　悪天候のため、礼式・行進及び三隅

会場での放水は中止されました。

消防団員募集！ ～地域の「人と財産」を守る消防団～

　浜田市消防団では消防団員を募集しています。
　消防団とは、地域に住んでいる人たちによって構成される消防
機関です。
　消防団員はそれぞれに自分の職業を持ちながら「自分たちのま
ちは、自分たちで守る」という思いを胸に、消火活動や防災活動
などを行っています。また、平時には災害を起こさないための火
災予防や防災啓発を行うなど、地域における消防・防災のリーダー
として、地域に密着し、住民の安心と安全を守るという重要な役
割を担っています。
　消防団には、会社員、自営業、主婦など、職業・性別・年齢を
問わず、様々な人が入団していますが、近年、消防団員数は減少
傾向にあり、地域防災力の低下が懸念されています。
　あなたも地域の安心・安全のため、消防団員になりませんか。

問い合わせ先　消防本部警防課（☎�５１６７）

３月１日から７日まで
　春季全国火災予防運動です

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント

平成28年中火災概況と救急車の出動件数状況をお知らせします

おやすみ前にもう一度、火の元点検を行いましょう。

今年１年の防火・防災を誓う
～　平成29年浜田市消防出初め式　～
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　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職の給与・報酬を含みます。
　（平成28年1月1日住民基本台帳人口：56,730人）

問い合わせ先　本庁人事課給与係（☎�９１３１）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

（単位：円）
0 400,000

浜田市
国

100,000 200,000 300,000

142,100円

163,600円
174,200円

142,100円

144,600円

166,100円
176,700円

144,600円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　330,198円

技能労務職　357,706円 平均年齢　52.9歳

平均年齢　44.3歳

歳出額
418億

7,277万1千円

人件費（14.1％）
59億1,172万4千円

人件費以外
359億6,104万
　　　　7千円

職員手当
4億1,589万
　　　6千円

期末・勤勉手当
9億2,492万
　　　9千円

給与費合計
37億8,627万1千円

１人あたり
615万7千円

給料
24億4,544万6千円

（平成28年4月1日一般
会計予算人員：615人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

同じ勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨
特例措置（２％～30％加算）

定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 0.80月分 1.225月分 0.80月分
12月期 1.35月分 0.80月分 1.375月分 0.80月分

計 2.55月分 1.60月分 2.60月分 1.60月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％） 同じ

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 13,000円

同じ
配偶者のない職員の場合の扶養親族のうち１人 11,000円
そのほかの扶養親族 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末ま
での間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利 用 者

最高支給
限 度 額 55,000円 55,000円

自 動 車
使 用 者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の 区 分 で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪
車使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です。）
住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を支払っている
人に対して月額27,000円を限度に支給 同じ

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円

俸給の特別調整額
（46,300円～139,300円）

主管課長級 54,000円

課長級 41,600円
（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市 長 810,000円（860,000円） （支給割合）
副 市 長 670,000円（710,000円） ６月期 1.40月
教 育 長 610,000円（630,000円） 12月期 1.60月
議 長 450,000円 計 3.00月
副 議 長 380,000円 期末手当については、左記全区

分に対して15％の加算措置あり議 員 350,000円
※　市長・副市長・教育長の（　）内は、減額措置前の金額

（１）健康診断受診者数（平成27年度）

健康診断の種類 受診者数
（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数

（延べ人数）
人 間 ド ッ ク 277 特殊

健診

指曲がり症健診 4
定 期 健 康 診 断 405 頸 肩 腕 健 診 0
採用時等健康診断 21 ＶＤＴ作業健診 7
臨時嘱託職員健康診断 270 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 88

（２）公務災害の認定状況（平成27年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 7
通　勤　災　害 0

（３）職員互助会事業について（平成27年度）
会の名称 浜田市職員互助会
互助会に対する補助金などの額 5,431,385円
公費負担率（事務費などを除く） 30.8%
職員１人あたりの公費の補助金額
（事務費などを除く） 5,344円

公費充当事業

サークル助成事業
スポーツ交流事業
健康増進事業
文化講演助成事業
職員研修助成事業

平成28年度 浜田市職員の給与などの状況

５　職員手当の状況（平成28年４月１日現在） ６　特別職の報酬などの状況（平成28年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

４　平均給料の状況（平成28年４月１日現在）

３　一般行政職の初任給の状況（平成28年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（平成28年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

しまねお魚センター前をスタート・
ゴールとして、浜田マリン大橋を渡る
往復約３㎞の周回コースをチームリ
レーするマラソンです。
　フルマラソン部門は１チーム５人～
14人で14往復し、ハーフマラソン部門
は１チーム５人～７人で７往復します。

大会当日は、右図のとおり会場周辺
の交通規制を行いますので、ご注意く
ださい。

タスキをつないでチームリレーする
選手の皆さんへの温かい声援をお待ち
しています。

日時：３月18日㈯
10:30～17:00

会場：しまねお魚センター
周辺

開催に伴う交通規制のお知らせ

【問い合わせ先】　
本庁観光交流課内　山陰浜田港
マリン大橋リレーマラソン実行
委員会事務局（☎�９５３１）

　市では、萩・石見空港を利用された市内在住の人を対象
に運賃の補助を浜田市共通商品券で行っています。
　平成28年４月１日～平成29年３月31日までに萩・石見空
港を利用した人は、早めに補助金の申請をしてください。

申請は、本庁産業政策課で、４月30日まで受け付けてい
ます 。また、次のとおり休日も受け付けます。

場所・問い合わせ先
　市役所本庁産業政策課
（☎�９５０１）

日時　４月29日㈷・30日㈰　午前８時30分～午後５時15分
【４月の休日窓口】

持ってくる物
①搭乗券又はご搭乗案内
②免許証又は保険証　③印鑑

※　平成29年度からの補助金申請の手続
には、「ご搭乗案内」の添付が必要に
なりますのでご注意ください。

★満65歳未満の人

4,000円分

★満65歳以上の人
★サポーター企業に　
　所属する人

6,000円分

利用促進補助金を
ご利用ください



市長日記元気な浜田をつくります （平成29年１月）

広報はまだ：平成29年３月号　　　1011　　　広報はまだ：平成29年３月号

浜田市市民新年賀会を開催し、市民の皆
さんと新年を祝いました（１月４日）

浜田市交通指導員年頭出動式を行いました（１月11日）
浜田水産物地方卸売市場の初市の式に出
席しました（１月６日）

広島市で開催された島根ふるさとフェア
に出席しました（１月21日）

総務省、国土交通省及び島根県選出国会
議員へ、要望活動を行いました
（１月19日）

島根書き初め展特別賞表彰式に出席しま
した（１月29日）

浜田亀山ライオンズクラブ第1000回記念
例会に出席しました（１月17日）

中学校柔道三隅大会の開会式に出席しま
した（１月29日）子が親を思って作る詩「親守詩」の島根

県大会表彰式に出席しました（１月27日）

広島市で開催された在広島根県人会新年
会に出席しました（１月20日）

益田市で開催された萩市・浜田市・長門
市・益田市４市長会議に出席しました
（１月27日）

法政大学大学院外国人留学生の陳
チェン

佾
イーツァイ

材
さんにインターンシップ生として勤務
してもらいました（１月27日）

玉を投げて鬼は外

子どもたちが安全に歩けるように

筵機を使ってむしろを織る

積み上げたしめ縄や書初めに火を入れる

　１月31日㈫、節分交流会「おにさんバイバイ」が浜田公民館
で行われました。これは、子どもたちに季節の行事を楽しんで
もらうとともに、子育て中の母親たちの交流の場になればと子
育てママクラブ・プチが開催し、０～３歳児とその母親23組が
参加しました。
　交流会では、紙芝居や読み聞かせ、段ボールの鬼に向けて広
告紙を丸めて作った玉の豆まきなどが行われました。その後、
石見神楽の鬼が登場すると子どもたちは大騒ぎし、紙玉をぶつ
けて鬼退治をしました。

　１月24㈫・25日㈬、雲城地区除雪活動緊急救助隊が雲城小学
校と金城中学校の通学路の除雪活動を行いました。この隊は、
平成25年１月に雲城地区の有志により結成され、通学路の除雪
や要請があれば独居高齢者宅への除雪活動などを行っています。
　当日は、朝６時から約20㎝の積雪がある通学路などを中心に
約３㎞の除雪作業を行いました。後日、雲城小学校児童からお
礼の手紙をもらった隊員たちは、「喜んでもらえることが生き
がい。地域の子どもたちのために頑張って続けていきたい」と
話していました。

　１月24日㈫、むしろ織り教室が黒沢公民館で行われました。
この教室は、手先を使うことで認知症を予防しながら古き良き
伝統を残していくことを目的に、11月から２月の毎週火曜日に
開催されているものです。
　この日は、事前に自分たちでなったわらを莚

むしろ

機
ば た

に取り付けて、
むしろを織りました。参加者は、３人一組で和気あいあいと近
況を話し合いながら取り組んでいました。完成品は、それぞれ
の家で大根や豆を干すときに使われます。

　１月22日㈰、とんど祭が今市公民館周辺を会場に行われまし
た。これは、無病息災・家内安全・五穀豊穣などを祈って今市
地区まちづくり推進委員会が毎年開催しているもので、地域の
人約40人が参加しました。
　当日は、雪による悪天候のため、神事を今市公民館で行った
後、田んぼに集まり参加者がそれぞれの家から持ち寄ったしめ
縄や書初めなどを積み上げとんど焼きを行いました。、また、
会場では、ぜんざいや坂本米のおにぎりが振る舞われ、参加者
は冷えた体を温めながら１年の無事を祈りました。

１年の無病息災を願い
～　とんど祭　～

あさひ

かなぎ雪の日も安心して通学
～　雲城地区除雪活動緊急救助隊除雪活動　～

子どもたちが鬼退治
～　節分交流会「おにさんバイバイ」　～

はまだ

むしろ作りで認知症を予防
～　むしろ織り教室　～

みすみ

♥Town Topics まちのわだい
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金城自治区新成人を祝う会

頂上を目指して

清清しい空気の中走る参加者

　１月３日㈫、旭の新成人実行委員会が企画した「おめでと
う、旭の新成人」が丸原センターで開催され、旭自治区の新
成人20人が参加しました。
　また、１月４日㈬には、金城自治区のまちづくり委員会や
自治会など地域の皆さんが企画した「金城自治区新成人を祝
う会」がみどりかいかんで開催され、金城自治区の新成人31
人が参加しました。

　１月３日㈫、初歩き三階山登頂ウォーキングが三階山で行わ
れました。これは、健康づくりや歩く楽しさを知ってもらおう
と浜田市ウォーキング協会が毎年１月３日に行っています。
　参加した75人は、三階小学校をスタートし７㎞と10㎞のコー
スに分かれて歩きました。10㎞コースでは、三階神社のある頂
上を目指して急な坂道を登りました。頂上に着くと山頂からの
景色を楽しんだり、記念写真を撮ったりと参加者同士の交流を
楽しみました。

　１月１日㈷、元旦走ろう会が弥栄支所周辺で行われました。
これは、参加者の無病息災と今年の活躍を願い、弥栄走友会が
毎年元旦に行っているものです。
　冬晴れの空の下、参加した小中学生・高校生・一般の計30人は、
弥栄支所前をスタートし１周３㎞のコースを走りました。走り
終わった後は、近くの長安八幡宮へ参拝し、新年の決意を報告
しました。最後に、保護者の作ったおいしい豚汁を食べ体を温
めました。

　旭自治区の会では、この日のために家族や恩師、地域の皆
さんにより作成されたメッセージムービーが上映され、金城
自治区の会では、まちづくり活動の紹介などの後「一緒にふ
るさと金城を盛り上げていきましょう」とメッセージが送ら
れました。
　それぞれの会に参加した新成人たちは、保護者や地域の人
たちの前で、一人ひとり近況や将来の目標などを発表し、責
任ある大人としての自覚と決意を新たにしました。
　会場は、懐かしい友人や地域の人との再会を喜び合い笑顔
があふれていました。

活発に意見を交わした交流会

いっぱい笑って心も体も健康に

材料を満遍なく混ぜる参加者

一斉に手を伸ばし絵札を取り合う

　１月21日㈯、Ｕ・Ｉターン交流会がふるさと体験村で行われ
ました。これは、弥栄町へＵ・Ｉターンした皆さんに要望・意
見・感想などを自由に楽しく語り合ってもらうおうと安城・杵
束まちづくり委員会が主催し、30人が参加しました。
　交流会では、買い物や除雪などの日常生活や子育てなどの悩
みや要望などが話題となりました。また、みんなで共通の話題
を持ち寄り、話し合うことが定住の課題解決への糸口となるた
め、今後も交流会を続けたいとの声が上がりました。

　１月20日㈮、心の健康づくり講演会が美又公民館で行われ、
約30人が参加しました。この講習会は、地域の高齢者が認知症
を予防し、いきいきと暮らすことができるように公民館が開催
したものです。
　当日は、健康づくり運動教室などを開催しているしまねコー
チズの職員を講師に迎え、笑うことや簡単な運動が認知症予防
と免疫力の向上につながることなどを学びました。参加者は、
「教えてもらった運動を続けながら笑顔で毎日を過ごしたい」
と話していました。

　１月17日㈫～25日㈬、白砂公民館でみそ作りが行われ、延べ
21人が集まりました。この企画は、ふるさとの味を後世に残す
ことを目的に公民館が主催したもので、今年で５回目になりま
す。
　みそ作りでは、圧力鍋で煮た大豆をつぶし、米こうじ・塩・
大豆の煮汁を加えてみそ玉を作り、空気を抜きながら容器に入
れ、約半年間熟成させてみそを完成させます。参加者は、「食
べ頃になる10月に家族と食べるのが今から楽しみ」と話してい
ました。

　１月14日㈯、郷土かるた大会が長浜公民館で行われました。
これは、熱田や長浜の歴史に興味をもってもらおうと、長浜地
区まちづくり推進委員会が平成28年３月に作った熱田・長浜地
区の歴史や伝説を基にした郷土かるたを使って公民館が開催し
たものです。
　会場には、小学生を中心に地域の人約40人が集まり、読み札
が読まれるたびに素早く絵札を取り合う白熱した戦いが繰り広
げられ、会場は大いに盛り上がりました。参加者は、「地元の
歴史を改めて知ることができて良かった」と話していました。

おめでとう、旭の新成人

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

初日を浴びて走り始め
～　元旦 走ろう会　～

やさか

新春も元気に歩こう
～　初歩き三階山登頂ウォーキング　～

はまだ

住んで良かった、いい町に
～　Ｕ・Ｉターン交流会　～

やさか

笑顔で心も体もいきいき
～　心の健康づくり講演会　～

かなぎ

我が家の味 自家製みそ
～　みそ作り　～

みすみ

かるたで歴史を楽しく学ぶ
～　郷土かるた大会　～

はまだ

あさひ・かなぎふるさとで新成人を祝う
～　おめでとう、旭の新成人　　　金城自治区新成人を祝う会　～
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療

年
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育
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く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

制
度
や
く
ら
し
に
関
す
る
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

開
設
日　

３
月
12
日
㈰

※　

事
前
に
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

交
付
窓
口　

市
役
所
本
庁
１
階
市

民
ロ
ビ
ー　

カ
ー
ド
交
付
特
設

窓
口
（
本
庁
舎
の
み
で
実
施
）

利
用
で
き
る
手
続　

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
の

交
付
の
み

予
約
締
切
日　

３
月
９
日
㈭

予
約
方
法　

発
行
通
知
書
に
記
載

し
て
あ
る
交
付
場
所
へ
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
発
行
通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る

も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

・
代
理
人
に
よ
る
受
取
は
、
入

院
・
身
体
の
障
が
い
な
ど
に
よ

り
来
庁
が
困
難
な
場
合
に
限
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

１
月
14
日
㈯
に
予
定
し
て
い
ま

し
た
電
気
設
備
定
期
点
検
に
伴
う

庁
舎
停
電
は
、
天
候
不
良
の
た
め

次
の
と
お
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

停
電
当
日
は
、
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置

し
て
あ
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら

の
証
明
書
発
行
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時　

３
月
25
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

毎
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け

て
は
、
転
入
・
転
出
・
転
居
が
多

く
、
当
日
急
に
水
道
の
開
け
閉
め

の
連
絡
を
さ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
す
。

　

手
続
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
実

際
に
水
道
を
使
用
又
は
中
止
す
る

日
よ
り
前
に
電
話
で
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
電
話
受
付
時
に
必
要

事
項
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
ご

み
処
理
場
を
開
場
し
ま
す
。

※　

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

連
絡
先　

上
下
水
道
部
管
理
課
業

務
係
（
☎
�
９
９
０
３
）

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分 

受
付
時
間
以
外
で
、
急
に
水
道
の

使
用
、
又
は
中
止
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
の
連
絡
先

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

※　

水
道
事
業
協
同
組
合
が
開
閉

栓
に
伺
い
ま
す
。
そ
の
際
、
届

出
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

建
物
（
個
人
住
宅
・
長
屋
を
除
く
）

や
建
物
の
一
部
の
使
用
を
開
始
す

る
人
は
、
防
災
対
象
物
使
用
開
始

届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

目
的　

防
火
対
象
物
の
使
用
状
況

を
把
握
し
、
防
火
管
理
と
必
要

な
消
防
用
設
備
等
が
適
正
に
設

置
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
予
防
・
災

害
時
の
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る

テ
ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

※　

工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も

届
出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新

た
に
消
防
用
設
備
等
の
設
置
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、

計
画
段
階
で
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

提
出
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ
先

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

（
☎
�
１
１
６
７
）　

ごみ処理場 直接搬入できるごみ 受入時間
エコクリーンセンター
江津市波子町
(☎０８５５�５０８１)

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ

３月26日㈰
午前９時～
　午後４時30分

浜田市不燃ごみ処理場
生湯町（☎�３１４７）

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）

石央リサイクルセンター
生湯町（☎�１８０８）

ペット・プラ
かん
びん

※　ごみの収集はありません。

　

引
っ
越
し
た
と
き
は
、
速
や
か

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先　

本
庁
及
び
各
支
所
・
地

域
行
政
窓
口
（
浜
田
・
弥
栄
自

治
区
）

※　

地
域
行
政
窓
口
を
利
用
す
る

場
合
は
、
別
途
、
本
庁
又
は
各

支
所
で
の
手
続
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

注
意
事
項

・
窓
口
で
は
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、
公
的

機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き

の
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
健
康
保
険
証
・
年
金

手
帳
な
ど
に
つ
い
て
は
、
２
点

で
の
確
認
と
な
り
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
又
は
、
通
知
カ
ー
ド
の

記
載
事
項
を
変
更
し
ま
す
。
忘

れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
３
月
・
４
月
は
、
窓
口
が
大
変

混
雑
し
ま
す
。
本
庁
で
は
、
延

長
窓
口
・
特
別
開
設
日
曜
窓
口

を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
総
合
窓
口
課
住
民
異
動
係

（
☎
�
９
４
０
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

転
入
・
転
出
・
転
居
の

場
合
に
は
、
住
所
変
更
を

を
お
忘
れ
な
く

住所変更の形態 届出
の種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日

から 14 日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まっ

たら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日

から 14 日以内
※　転入届の場合は、事前に前住所の市区

町村役場へ転出届を行ってください。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
は
、

転
出
・
転
入
な
ど
の
手
続
が
増
加

し
、窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
た
め
、

平
日
の
窓
口
業
務
の
延
長
と
、
３

月
26
日
㈰
・
４
月
２
日
㈰
の
午
前

中
に
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

平
日
延
長
窓
口
（
月
～
金
）

日
時　

３
月
27
日
㈪
～
４
月
７
日

㈮　

午
後
７
時
ま
で

利
用
で
き
る
手
続

総
合
窓
口
課　

住
民
異
動
届
（
転

入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更

な
ど
）、
戸
籍
届
出
（
出
生
・

死
亡
・
婚
姻
な
ど
）、印
鑑
登
録
、

各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票

の
写
し
、
戸
籍
謄
抄
本
、
印
鑑

登
録
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証

明
書
）、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・

交
付

医
療
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
福
祉
医
療
・

乳
幼
児
等
医
療
・
国
民
年
金
の

各
種
申
請
・
届
出

子
育
て
支
援
課　

保
育
所
入
退
所

・
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
退
会
の

各
種
申
請
・
届
出

上
下
水
道
部
管
理
課　

水
道
の
利

用
に
関
す
る
諸
手
続

特
別
開
設
日
曜
窓
口

日
時　

３
月
26
日
㈰
・
４
月
２
日

㈰　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分

利
用
で
き
る
手
続　

前
記
（
平
日

延
長
窓
口
）の
総
合
窓
口
課（
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
除

く
）・
医
療
保
険
課
・
上
下
水

道
部
管
理
課
の
担
当
業
務
の
み

注
意
事
項

・
本
庁
の
み
の
実
施
で
、各
支
所
・

公
民
館
の
地
域
行
政
窓
口
で
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

・
届
出
の
内
容
に
よ
り
、
ほ
か
の

行
政
機
関
へ
の
確
認
が
必
要
な

場
合
は
、
預
か
り
の
み
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
住
民
票
の
広
域
交
付
な
ど
、
ほ

か
の
行
政
機
関
を
通
じ
た
手
続

が
必
要
な
業
務
は
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・
窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認
を

行
い
ま
す
。
運
転
免
許
証
・
マ

イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー

ド
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
、
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
健
康
保
険
証
・
年

金
手
帳
な
ど
２
点
で
の
確
認
に

な
り
ま
す
。

※　

手
続
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
又
は
通

知
カ
ー
ド
・
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
印
鑑
・
各
種
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
証
明
書
な
ど
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
事
前
に
各
担
当
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
上
下
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に

は
、
交
付
準
備
が
で
き
次
第
市
か

ら
発
行
通
知
書
（
交
付
に
関
す
る

案
内
は
が
き
）
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の
受

取
が
困
難
な
場
合
は
、
休
日
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

連
絡
は
お
早
め
に

ご
み
の
直
接
搬
入
が

で
き
ま
す

住
宅

ご
存
じ
で
す
か
？

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

生
活
・
環
境

窓
口
業
務
の
時
間
を
延
長

し
ま
す
（
本
庁
の
み
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
受
取
の
た
め
の

休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す
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　国民の２人に１人ががんにかかり、３人に
１人ががんで亡くなる今日、がんは国民病の
一つになりました。しかし、多くの研究や医
学の進歩により生活習慣などの改善で予防で
きること、また、早期発見・早期治療の徹底
により、約半数の人は治るようになりました。
早期発見するためには、「がん検診」を受け
ることが非常に大切です。浜田市では、市が
実施する６種類のがん検診を全て無料にして
いますので、機会を逃さず受診しましょう。
また、検診と併せて生活習慣を改善すること
が重要です。自分自身の生活習慣をチェック
し、そして今日からぜひ、変えていきましょ
う！ 

【がんを防ぐための新１2か条】
（財団法人がん研究振興財団作成）

１　たばこは吸わない
２　他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３　お酒はほどほどに
４　バランスのとれた食生活を
５　塩辛い食品は控えめに
６　野菜や果物は豊富に
７　適度に運動
８　適切な体重維持
９　ウイルスや細菌の感染予防と治療
10　定期的ながん検診を
11　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
12　正しいがん情報でがんを知ることから

（地域医療対策課）

あなたをがんから守るのは、あなた自身です健 康 コラムコラム

田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
本
庁

税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
前

ペ
ー
ジ
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
が
、
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事

し
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
労
働
局
又
は
労
働
基
準
監
督
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.m

h
lw

.g
o

.jp
/

stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/roudoukijun/
sekim

en/index.htm
l

※　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
労
働
基
準
部
労
災
補
償

課
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
９
）

・
島
根
労
働
局
浜
田
労
働
基
準
監

督
署
（
☎
�
１
８
４
０
）

　

国
は
、
月
別
自
死
者
数
の
多
い

３
月
を
「
自
死
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
、
重
点
的
に
広
報
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

自
死
予
防
に
つ
い
て
考
え
一
人
ひ

と
り
の
こ
と
と
し
て
「
気
付
き
」

「
つ
な
ぎ
」「
見
守
り
」
を
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

浜
田
市
の
現
状

　

平
成
23
年
か
ら
27
年
の
５
年
間

で
86
人
が
、
自
死
で
命
を
失
っ
て

い
ま
す
。
平
成
22
年
か
ら
26
年
の

死
亡
率
で
は
、
県
の
死
亡
率
よ
り

下
回
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

20
歳
代
・
40
～
60
歳
代
の
男
性
と

80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
死
が
多

い
状
況
で
す
。

自
死
予
防
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

気
付
く　

身
近
な
人
（
家
族
や
仲

間
）
の
い
つ
も
と
違
う
様
子
に

気
付
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

声
か
け　

大
切
な
人
の
変
化
に
気

付
い
た
ら
、
勇
気
を
出
し
て
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

傾
聴　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ　

早
め
に
専
門
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
促
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
の

一
環
と
し
て
、
石
見
交
通
の
路
線

バ
ス
全
線
が
１
日
限
定
で
乗
り
放

題
に
な
る｢

い
わ
み
フ
リ
ー
き
っ

ぷ｣

が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

お
出
掛
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
公
共

交
通
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

有
効
日　

３
月
20
日
㈷

（
１
日
の
み
）

販
売
額　

大
人
５
０
０
円 

小
人
２
５
０
円

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
島
根
県
最
低
賃
金
が
適

発
売
期
間　

３
月
10
日
㈮
～
20
日

㈷（
市
役
所
窓
口
は
平
日
の
み
）

発
売
場
所　

・
石
見
交
通
各
窓
口
（
車
内
発
売

な
し
）

・
本
庁
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
窓
口

・
各
支
所
防
災
自
治
課
窓
口

使
用
路
線　

石
見
交
通
全
線
１
日

乗
り
放
題
（
大
阪
線
・
広
島
線

を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

石
見
交
通
浜
田
営
業
所 

（
☎
�
２
２
１
１
）

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
要
件
を
満
た
し
、
事
業

場
内
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
活
用
で
き
る
助
成
金

が
あ
り
ま
す
。
会
社
の
生
産
性
向

上
の
た
め
助
成
金
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

島
根
県
最
低
賃
金

時
間
額　

７
１
８
円

効
力
発
生
日　

平
成
28
年
10
月
１
日

問
い
合
わ
せ
先　

・
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８
）

・
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
�
１
８
４
０
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の

税
金
が
か
か
り
ま
す
（
軽
自
動
車

税
に
は
自
動
車
税
の
よ
う
な
月
割

課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手

放
す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１

日
ま
で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

　

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、使
用
予
定
の
な
い「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、

空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の

情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に

情
報
提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係
（
☎
�
９
２
０
０
）

　下古和自治会（三隅町）は、宝くじの普及広
報を目的として、その受託事業収入を財源に実
施している自治総合センターの平成28年度コ
ミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）を活用
し、次のとおり備品などを整備しました。
　今後、この備品などを活用して、地域の活動
が一層活発になるよう取り組んでいきます。

問い合わせ先　
本庁まちづくり推進課地域づくり推進係
（☎�９２０１）

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い

場
合

　

警
察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、

受
理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜

車種 手続窓口

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所(松江市)
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126cc～250cc）

島根県軽自動車協会（松江市）
☎０８５２�００４６

二輪の小型自動車
（251cc以上）

中国運輸局島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

健
康
・
福
祉

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
が
受
け
ら
れ
ま
す

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

産
業
・
地
域
活
性
化

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

一
日
限
定
い
わ
み
フ
リ
ー

き
っ
ぷ
が
販
売
さ
れ
ま
す

島
根
県
の
最
低
賃
金
は

７
１
８
円
で
す

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃

車
手
続
は
お
済
み
で
す
か

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

平成28年度宝くじコミュニティ助成事業
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

４
月
１
日
か
ら
、
日
曜
日
と
祝

日
に
市
内
２
か
所
で
開
設
し
て
い

る
休
日
診
療
を
一
本
化
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
旧
那
賀
郡
で
開
設

し
て
い
る
在
宅
当
番
医
制
度
は
廃

止
と
な
り
ま
す
。

　

休
日
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
場

合
は
、
市
役
所
本
庁
地
階
で
開
設

し
て
い
る
「
浜
田
市
休
日
応
急
診

療
所
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
設
日
や
当
番
医
は
、
は
ま
だ

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

傷
害
保
険

　

団
体
の
活
動
中
に
被
っ
た
傷
害

に
よ
る
死
亡
・
後
遺
障
害
・
入
院
・

手
術
・
通
院
を
保
障
し
ま
す
。

賠
償
責
任
保
険

　

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負

っ
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

　

突
然
死
に
対
す
る
葬
祭
費
の
保

障
で
、
補
償
額
は
１
８
０
万
円
が

限
度
で
す
。

加
入
区
分
・
掛
金

　

４
人
以
上
の
団
体
で
、
加
入
区

分
を
加
入
者
ご
と
に
選
択
で
き
ま

す
。

※　

振
込
手
数
料
は
、
１
件
に
つ

き
一
律
１
０
０
円
（
税
抜
き
）

と
な
り
ま
す
。

※　

保
険
内
容
・
加
入
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支

部
（
☎
０
８
５
２
�
５
３
８
８
）

http://w
w

w
.sportsanzen.org

加入対象者 補償対象となる団体活動など 加入
区分

年間掛金
(１人あたり)

子ども【中学生以下
（特別支援学校高等
部の生徒を含む）】

スポーツ・文化・ボランティア・
地域活動 Ａ１ 800円

上記団体活動に加え、個人活動 ＡＷ 1,450円

大
人 高校生以上

文化・ボランティア・地域活動・団
体員の送迎・応援・準備・片付け Ａ２ 800円

スポーツ活動及びスポーツ
の指導・審判

64歳以下 Ｃ 1,850円
65歳以上 Ｂ 1,200円

全年齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 11,000円

　

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
古
く
か

ら
の
迷
信
や
因
習
が
今
な
お
根
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
結
婚
式
な
ど
祝
い
事

は
大
安
に
行
い
仏
滅
を
避
け
る
、

葬
式
は
友
引
を
避
け
る
な
ど
と

い
っ
た
「
六
曜
」
が
代
表
的
な
も

の
で
す
。

　

こ
の
「
六
曜
」
は
、
古
代
中
国

で
使
わ
れ
た
「
小

し
ょ
う

六ろ
く

壬じ
ん

」
と
い
う

占
い
（
現
在
、
中
国
で
は
全
く
使

対
象
者　

平
成
22
年
４
月
２
日
～

平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※　

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
本
庁
医
療
保
険
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
の

際
は
、
印
鑑
・
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
・
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

浜
田
市
休
日
応
急
診
療
所

場
所　

市
役
所
本
庁
地
階　

休
日

応
急
診
療
所

開
設
日　

日
曜
日
・
祝
日

（
年
始
は
１
月
２
日
・
３
日
の

み
開
設
）

開
設
時
間　

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

※　

軽
症
患
者
を
対
象
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
が
日
本
的
に

変
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
末
期
頃
か

ら
「
日
の
吉
凶
」
が
暦
に
書
き
加

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、

先
勝
・
友
引
・
先
負
・
仏
滅
・
大
安
・

赤
口
と
い
う
順
番
を
、
月
は
じ
め

か
ら
機
械
的
に
配
列
し
た
だ
け
の

非
常
に
単
純
な
も
の
で
す
。ま
た
、

暦
に
よ
り
違
っ
て
い
る
も
の
も
あ

る
な
ど
、「
六
曜
」
は
全
く
根
拠

の
な
い
非
科
学
的
な
も
の
な
の
で

す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
よ
そ
者
成
功

者
に
対
す
る
ね
た
み
感
情
を
背
景

に
し
た
「
つ
き
も
の
（
き
つ
ね
も

ち
な
ど
）」
に
対
す
る
差
別
や
排

除
、「
ひ
の
え
う
ま
生
ま
れ
の
女

性
」に
対
す
る
偏
見
な
ど
も
あ
り
、

迷
信
や
因
習
が
差
別
や
人
権
侵
害

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
迷
信
や
因
習
に

左
右
さ
れ
な
い
生
活
を
考
え
、
不

合
理
な
も
の
、
不
当
な
も
の
に
対

し
て
は
、
自
分
の
強
い
意
志
で
そ

れ
を
改
め
る
よ
う
、
学
び
を
通
し

た
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

被
保
険
者
証
の
更
新

　

今
ま
で
使
用
し
て
い
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
茶
色
）
の

有
効
期
限
が
３
月
31
日
㈮
で
切
れ

ま
す
。

　

４
月
１
日
㈯
か
ら
の
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
青
色
）

を
３
月
中
旬
に
緑
色
の
封
筒
に
入

れ
て
特
定
記
録
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
１
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
世

帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
被
保
険

者
証
が
届
い
た
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
未
加

入
で
も
、
宛
名
は
世
帯
主
に
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
物
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
は
、
加
入
者
名

義
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
記
載
内
容
を
確
認

　

万
一
、
被
保
険
者
氏
名
・
住
所
・

生
年
月
日
・
世
帯
主
氏
名
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
本
庁
医
療
保

険
課
国
保
係
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
自
分
で
訂
正
す
る
と
、
そ

の
被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

有
効
期
限

　

一
般
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
、
平
成
30
年
３
月
31
日
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る
人
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、

75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
有
効

期
限
で
す
。

・
現
在
、
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
し
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
に
65
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生

月
の
末
日
が
有
効
期
限
で
す
。

※　

有
効
期
限
以
降
に
使
用
す
る

被
保
険
者
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別

途
送
付
さ
れ
ま
す
。

短
期
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
主
及
び
そ
の
世
帯
に
属

す
る
人
に
は
、
滞
納
状
況
に
よ
り
、

短
期
被
保
険
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

２
か
月
短
期
被
保
険
者
証

５
月
31
日
有
効
期
限

４
か
月
短
期
被
保
険
者
証

７
月
31
日
有
効
期
限

子
ど
も
短
期
被
保
険
者
証

９
月
30
日
有
効
期
限

※　

18
歳
未
満
の
人
の
無
保
険
状

態
を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

有
効
期
限
切
れ
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
（
４
月
１
日
以
降
無

効
）
は
、
返
還
不
要
で
す

　

４
月
１
日
以
降
、
は
さ
み
な
ど

で
細
か
く
切
断
す
る
な
ど
、
不
正

使
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
確
実
に
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

有
効
期
限
内
に
資
格
の
変
更

な
ど
の
届
出
を
す
る
場
合
は
、

被
保
険
者
証
を
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
の
に
届
い
た
と
き
は
…

　

国
民
健
康
保
険
か
ら
勤
務
先
の

健
康
保
険
（
全
国
健
康
保
険
協
会

管
掌
健
康
保
険
、
健
康
保
険
組
合

及
び
共
済
組
合
な
ど
）に
加
入（
扶

養
も
含
む
）
し
た
場
合
は
、
そ
の

旨
の
届
出
が
必
要
で
す
。
勤
務
先

で
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
は
行
い
ま
せ
ん
。
加
入
時

と
同
様
に
本
人
や
家
族
が
手
続
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

資
格
喪
失
手
続
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
勤
務
先
の
健
康
保
険
の
保
険
証

（
被
扶
養
者
全
員
の
健
康
保
険

証
）

・
世
帯
主
及
び
対
象
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

又
は
通
知
カ
ー
ド

・
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

未
就
学
児
用
の
乳
幼
児
等
医
療

費
受
給
資
格
証
を
持
っ
て
い
る
、

今
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

人
に
対
し
て
、
小
・
中
学
生
用
の

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
証

（
小
学
校
１
年
生
～
中
学
校
３
年

生
用
）
を
、
３
月
下
旬
に
発
送
し

ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
新
し
い
資
格
証

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
住
み
よ
い
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
「
仮
称
）
浜
田

市
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
、

障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
の
事

例
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
事
例
な
ど　

⑴　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別

な
ど
の
事
例
（
差
別
を
受
け
た

と
思
っ
た
こ
と
、
配
慮
が
な
く

て
困
っ
た
こ
と
な
ど
）

⑵　

障
が
い
者
へ
の
配
慮
の
好
事

例
（
配
慮
と
し
て
よ
か
っ
た
こ

と
な
ど
）

対
象
者　

浜
田
市
内
に
居
住
、
又

は
市
内
に
通
勤
・
通
学
・
通
所

し
て
い
る
人

※　

障
が
い
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
31
日

㈮
提
出
方
法　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に

記
入
し
て
、
持
参
又
は
郵
送
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
市
役

所
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

提
出
先

・
市
役
所
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が

い
福
祉
係
⑤
番
窓
口

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
・
▢FAX

�

４
９
２
２
）

Em
ail:fukushi@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

那
賀
郡
在
宅
当
番
医
制
度
と

浜
田
市
休
日
応
急
診
療
所
が

統
一
さ
れ
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

ご
案
内
で
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

人
権

非
科
学
的
な
迷
信
因
習
に

左
右
さ
れ
な
い
生
活
を
考

え
て
み
よ
う

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
更
新
を
行
い
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資

格
証
（
小
・
中
学
生
用
）

を
送
付
し
ま
す

仮
称
）
浜
田
市
障
が
い
者
差
別

解
消
条
例
策
定
に
関
す
る
意
見

を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

まちかど伝言板

【
浜
田
土
建
㈱
募
集
分
】

市
営
住
宅

募
集
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

募
集
住
宅　

市
営
住
宅
（
金
城
・
旭
・

三
隅
・
弥
栄
）

抽
選
日　

３
月
下
旬

入
居
時
期　

４
月
初
旬

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
期
間　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
住
宅　

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問　

浜
田
土
建
㈱

　

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/

【
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
募
集
分
】

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅

募
集
期
間　

３
月
17
日
㈮
～
31
日
㈮

抽
選
日　

４
月
下
旬

入
居
時
期　

５
月
中
旬

問　

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.jp/
chintai/

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な

い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け
付

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

浜
っ
子
春
ま
つ
り
の
日
に
市
内
商

店
街
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
市
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　

４
月
29
日
㈷

応
募
資
格　

浜
田
市
の
住
民
や
市
内

の
団
体
・
事
業
所

応
募
方
法　

応
募
用
紙
及
び
添
付
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
各
商
店
街
に
あ

り
ま
す
。

出
店
場
所　

市
内
の
各
商
店
街
（
た

だ
し
、
一
部
を
除
き
パ
レ
ー
ド
コ

ー
ス
と
な
る
道
路
上
で
の
出
店
は

で
き
ま
せ
ん
。）

※　

設
備
な
ど
は
各
自
で
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

商
店
街
に
よ
っ
て
は
、
出
店
料

が
か
か
り
ま
す
。

応
募
締
切
日　

３
月
24
日
㈮
必
着

応
・
問

・
銀
天
街
▽「
レ
デ
ィ
ス
ワ
ー
ル
ド
」

佐
古
肇
徳
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８

７
１
０
‐
３
９
７
９
）

・
朝
日
町
商
店
街
▽「
理
容
は
や
し
」

林
俊
行
さ
ん
（
☎
�
２
７
６
９
）

・
新
町
商
店
街
▽
「
平
野
屋
」

平
野
義
弘
さ
ん
（
☎
�
０
２
３
６
）

※　

出
店
者
多
数
の
場
合
は
、
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

当
日
、
祭
り
の
運
営
（
パ
レ
ー
ド

の
随
行
・
休
憩
所
の
運
営
・
記
録
写

真
の
撮
影
な
ど
）
を
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
健
康
な

人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日

弁
当
を
支
給
し
ま
す
。

応
・
問　

浜
田
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８
１
）

日　

３
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
国
府
出
張

所
前

清
掃
場
所　

畳
ヶ
浦
一
帯

問　

牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

　

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
一
斉
相
談
会
（
法
律
相

談
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　

３
月
24
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午

午
後
１
時
～
４
時

場　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

※　

弁
護
士
１
人
が
担
当
し
ま
す
。

料　

原
則
無
料
（
３
回
目
以
降
の
継

続
相
談
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
４
５
１
４
）

浜
田
年
金
事
務
所
で
は
、「
年
金
に

関
す
る
相
談
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

場　

浜
田
年
金
事
務
所

料　

無
料

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

問　

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
０
）

　

平
成
29
年
度
子
ど
も
会
安
全
共

済
会
の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
活
動
時
の

事
故
に
対
す
る
共
済
金
制
度
で
す
。

行
事
中
や
往
復
途
中
な
ど
に
発
生

し
た
事
故
や
ケ
ガ
に
対
し
て
共
済

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
補
償
を
受
け
る

た
め
に
は
、
３
月
31
日
㈮
ま
で
に

入
会
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
４
月
１
日
以
降
は
、
加
入

手
続
の
翌
日
か
ら
の
補
償
と
な
り

ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
か
ら
加
入
し

て
も
共
済
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

共
済
金
額

１　
負
傷
・
疾
病
の
場
合

　

医
療
保
険
制
度
を
利
用
し
た
医

療
費
総
額
の
30
％
を
給
付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
数
と
支
給
額
に
次
の

制
限
が
あ
り
ま
す
。

治
療
限
度
期
間

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日
間

医
療
共
済
金
支
給
限
度
額

50
万
円
（
医
療
費
総
額
の
30
％

が
１
、０
０
０
円
以
下
の
場
合

に
は
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

２　
死
亡
の
場
合

・
死
亡
共
済
金　

６
０
０
万
円

３　
後
遺
症
が
残
る
ケ
ガ
な
ど
の

場
合

・
後
遺
障
害
共
済
金　

後
遺
障
害
の
程
度
に
応
じ
て

７
万
～
６
０
０
万
円

手
続
方
法

申
込
方
法　

申
込
書
及
び
名
簿
・

年
間
計
画
に
会
費
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
青
少
年
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
（
必

要
な
人
に
は
、
送
付
し
ま
す
）。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

会
費　

年
額
１
人
１
２
０
円

※　

０
歳
か
ら
大
人
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
未
就
学
児

の
加
入
は
、
保
護
者
も
同
時
に

加
入
し
、
子
ど
も
会
行
事
に
参

加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※　

個
人
で
の
加
入
は
で
き
ま
せ

ん
。

平
成
29
年
度
分
受
付
開
始
日

３
月
１
日
㈬
～

補
償
期
間　

４
月
１
日
㈯
～
平
成

30
年
３
月
31
日
㈯

事
故
・
ケ
ガ
が
起
き
た
と
き
は
…

　

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

共
済
金
請
求
に
必
要
な
書
類
一
式

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

（
☎
�
０
９
８
５
）

　浜田に来てから８か月が経ちました。この
期間に日本と、ふるさとのフロリダ州の間に
ある様々な違いに気付きました。様々な違い
の中でも一番興味が湧いたものは、「日本人
が季節を大切にすること」です。
　私は日本ほど四季を感じられない場所から
来たため、最初はこのことを実感できません
でした。ですが、アメリカに住んでいる友達
との会話や、自分なりに調べたことを考えて
みるとあることに気付きました。日本の生活
の中には季節に合わせた商品や物をよく見ま
すが、アメリカにはほとんどそういったこと
が無いということです。
　アメリカの友達と季節について話をした
ら、日本人と同じように「天気」の話題が出
てきます。ですが、クリスマスやお正月など
特別なイベントを除いて、それだけで季節の
話は終ってしまいます。
　アメリカではどんなデパートやレストラン
に入って買い物や食事を注文しても、季節に
よる「期間限定」という商品やメニューはあ
りません。冬用の服は季節に関わらず売って
いますし、クリスマスがテーマのレターセッ

トは、常に文房具屋の棚を飾っています。逆
に、日本には夏の期間に冬用の服はあまり見
ませんし、イチゴ味のチョコレート菓子は冬
限定で楽しめることが多いです。
　このことは表面だけを見れば、「単に国が
違うからだ」と思われるかもしれませんが、
もし「バラの香りをかぐために立ち止まる」
なら、きっと毎日を新しい視点から見られる
ようになるでしょう。この表現は英語の慣用
句の「stop and smell the roses」を直訳
した文章ですが、「あくせくせず身近な物の
美を味わう」という意味になります。たまに
は忙しい毎日から離れ、ささいな、身近な物
の素晴らしさに気づくことの大切さが、メッ
セージとして込められています。
　アメリカにいる間、私は季節の変化を全く
気にしませんでしたが、日本に来てから自分
の周りのささいなものや変化を通じて、新し
い学びの毎日です。
　３月は春、新たな始まりだと思います。今
年の春は皆さんにも新しい発見があるといい
ですね。

パメラ　スリヤチャイ

ささいな物の素晴らしさ
国際交流員コラム

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

浜
っ
子
春
ま
つ
り

市
民
の
楽
市
出
店
者
募
集

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相

談

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

年
金
の
無
料
相
談

子
ど
も
会
活
動
を
活
発
に

小
さ
な
備
え
で
大
き
な
安
心

全
国
子
ど
も
会
安
全
共
済
会

の
加
入
を
受
け
付
け
ま
す
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開
設
期
間　

４
月
７
日
㈮
～
10
月
６

日
㈮

受
付
開
始
日　

３
月
11
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

定　

左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

※　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
・
一
般

　

１
、
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　

１
、
２
０
０
円

県立体育館　前期スポーツ教室一覧
教室名 曜日 時間 対象 定員 開始日

（４月）
キッズ広場 火 15:20～16:20 H24.4月～H25.3月生 15

11日
体操競技クラブ 火・水 16:30～18:30 小学生（実技認定者） 30

キッズ体操 水 15:20～16:20 H23.4月～H24.3月生 25
12日

ジュニアバドミントン 水 17:00～18:30 小学校４～６年生 35

ふれあい広場

木

16:00～17:00 小学校１～３年生 60

13日体操

17:00～18:30

小学校１～６年生 45

ジュニア卓球
小学校４～６年生

30

ジュニアテニス 金 20 ７日

のびやか３B体操

火

10:00～11:30

一般

30

11日

だれでもソフトテニス 10:00～12:00 40

ステップエアロ 13:00～14:30 20

卓球・ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 60

軽スポーツ 14:00～15:30 50歳以上 30

ソフトテニス（夜） 19:00～20:50 中学生以上 60

フォークダンス（昼）

水

13:30～15:00
一般

40

12日フォークダンス（夜）
19:00～20:50

40

テニス（水） 中学生以上 40

ヨガ（木）

木

10:00～11:30
一般

25

13日

ソフトテニスクラブ 10:00～12:00 20

女性軽スポーツ 13:30～15:00 一般女性 40

介護予防体操 19:00～20:30 高校生以上 20

バドミントン

19:00～20:50

中学生以上 60

トランポリン
（小学生は保護者が同伴
してください。）

小学生以上 25

テニス（金）

金

10:00～12:00

一般

20

７日

はじめてのバドミントン 13:30～15:30 20

ヨガ（金） 19:00～20:30 25

卓球・ラージボール卓球（金）

19:00～20:50

中学生以上 53

レクリエーションバレークラブ
一般

45

ソフトバレーボールクラブ 20

料　会
費幼

・
小
・
中
・
高
校
生

２
、
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

　

一
般　
　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
親
子
）

６
、
２
０
０
円

　

体
操
競
技
ク
ラ
ブ

４
、
０
０
０
円

Ｐ
ａ
ｍ
の
料
理
教
室

～
タ
イ
カ
レ
ー
と
バ
ナ
ナ
フ
ォ
ス

タ
ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
～

タ
イ
の
グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
と
ア
メ

リ
カ
南
部
発
祥
の
ス
イ
ー
ツ
、
バ
ナ

ナ
フ
ォ
ス
タ
ー
を
国
際
交
流
員
の
パ

メ
ラ
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

日　

３
月
12
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　

石
見
公
民
館　

調
理
室
・
和
室

定　
15
人

料　

会
員　
　
　
　

２
５
０
円

　
　

非
会
員　
　
　

５
０
０
円

　
　

小
・
中
学
生　

２
５
０
円

　
　

未
就
学
児　
　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
６
日
㈪

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
・
保
険
料
を

添
え
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ

る
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

申
・
問　

県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
及
び
技
術
幹
部

候
補
生

　

一
般
大
学
か
ら
進
む
幹
部
候
補
生

コ
ー
ス
で
す
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊

の
飛
行
要
員
及
び
海
上
自
衛
隊
の
技

術
要
員
が
含
ま
れ
ま
す
）。

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
曹
長

に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
と
し
て

一
定
期
間
の
教
育
を
受
け
た
後
、
３

等
陸
・
海
・
空
尉
に
昇
任
し
幹
部
自

衛
官
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
５
日
㈷
必
着

応
募
資
格

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
20
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人
（
22
歳
未
満
の
人
は

大
学
卒
業
及
び
卒
業
見
込
み
の
人
）

・
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者
（
見
込

み
含
む
）
は
28
歳
未
満
の
人

※　

年
齢
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
で
す
。

第
１
次
試
験

筆
記
試
験　

５
月
13
日
㈯

※　

飛
行
要
員
希
望
者
は
、
５
月
13

日
㈯
・
14
日
㈰
に
な
り
ま
す
。

試
験
会
場　

受
付
時
に
通
知
し
ま
す
。

※　

飛
行
要
員
の
操
縦
適
性
検
査
は
、

松
江
地
方
合
同
庁
舎
で
す
。

予
備
自
衛
官
補

　

一
般
の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た

自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備
自
衛
官

補
」
と
し
て
公
募
・
採
用
し
、
教
育

訓
練
終
了
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
、
一
般
と
技
能
の

２
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

受
付
締
切
日　

４
月
７
日
㈮
必
着

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

３
月
31
日
㈮　

午
前
９

時
～
４
月
12
日
㈬

　
（
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申
込
み

は
３
月
31
日
㈮
～
４
月
３
日
㈪
）

※　

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

受
験
資
格

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
平
成
30

年
３
月
大
学
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

第
一
次
試
験　

６
月
11
日
㈰

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.nta.go.jp

※　

受
験
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係
（
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

９
２
１
１
）

浜
田
税
務
署
（
☎
�
０
３
６
０
）

山
陰
浜
田
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

魚
の
さ
ば
き
方
の
基
礎
か
ら
始
め
、

魚
を
使
っ
た
各
種
料
理
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

日　

３
月
16
日
㈭

　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　

長
野
操
子
さ
ん
（
管
理
栄
養

士
）

定　

先
着
16
人

料　

５
０
０
円

申
込
開
始
日　

３
月
６
日
㈪
～

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
窓
口
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
市
水
産
業
振

興
協
会
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

申
・
問　

本
庁
水
産
振
興
課
内　

浜

田
市
水
産
業
振
興
協
会
（
☎
�

９
５
２
０
・
▢ＦＡＸ
�
３
７
０
１
）

一
般
公
募

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
（
７
月
１

日
現
在
）

試
験
日　

４
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯

地
（
出
雲
市
）

技
能
公
募

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
国

家
免
許
資
格
な
ど
を
保
有
す
る
18

歳
以
上
55
歳
未
満
の
人
（
７
月
１

日
現
在
）

※　

技
能
に
よ
っ
て
年
齢
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

試
験
日　

４
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
の

う
ち
指
定
す
る
１
日

試
験
会
場　

別
途
通
知
し
ま
す
。

問・
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
☎
０
８
５
２
�
０
０
１
５
）

・
浜
田
出
張
所（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

島根地方協力本部キャラクター
ご縁ちゃん　しじみちゃん　八雲ちゃん

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

浜
田
国
際
交
流
協
会

国
際
交
流
教
室

資
格
・
試
験

自
衛
官
な
ど

国
税
専
門
官

教
室
・
講
座

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室
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障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係

者
は
も
と
よ
り
、
広
く
地
域
住
民
に

も
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
現
状
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日　

３
月
４
日
㈯

午
後
１
時
15
分
～
４
時

場　

い
わ
み
ー
る　

４
０
１
研
修
室

演
題　
「
建
設
的
対
話
促
進
法
」
と

し
て
の
障
害
者
差
別
解
消
法

講
師　

佐
藤
久
夫
さ
ん
（
日
本
社
会

事
業
大
学
特
任
教
授
）

定　

１
０
０
人
程
度

料　

無
料

問　

浜
田
圏
域
自
立
支
援
協
議
会
事

務
局
・
江
津
市
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
島
根
整
肢
学
園

（
☎
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
５
�
７
８
９
１
）

　

浜
田
公
民
館
の
主
催
事
業
や
、
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
１
年
間
学
習
し

た
作
品
展
示
会
で
す
。
習
字
・
絵
手

紙
・
木
目
込
み
人
形
・
水
墨
画
・
俳

句
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
お
茶
席
な
ど
、

皆
さ
ん
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

３
月
４
日
㈯
は
、
午
前
10
時
か

ら
屋
外
市
場
で
地
域
住
民
団
体
が

出
店
し
お
い
し
い
食
べ
物
や
手
芸

品
な
ど
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日　

３
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
５
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　

浜
田
公
民
館

問　

浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
共
生
・

共
創
を
推
進
す
る
た
め
、訓
練
生（
受

刑
者
）
の
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組

を
紹
介
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
大
塚

敦
子
さ
ん
の
講
演
、
改
善
指
導
や
職

業
訓
練
な
ど
の
紹
介
、
訓
練
生
の
作

文
の
発
表
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
社
会
復
帰
に
向
け
て
真
摯
に
取

り
組
む
訓
練
生
の
、
生
の
声
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
５
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

場　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー

料　

無
料

※　

先
着
50
人
に
プ
リ
ズ
ン
・
カ
レ
ー

を
５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

※　

身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
・
問　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促

進
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
８
１
７
１
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
や
採
用
予
定
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

対
象　

平
成
30
年
３
月
に
大
学
・
短

期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修

学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者
及
び
県

内
就
職
を
希
望
す
る
人

日　

３
月
７
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

学
生
と
企
業
の
交
流
会

　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　

合
同
企
業
説
明
会

※　

３
月
６
日
㈪
に
「
学
生
の
“
自

分
”
商
談
会
～
リ
ア
ル
ア
ド
バ
ン

ス
～
」
の
開
催
も
あ
り
ま
す
。

場　

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

※　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね　

松
江

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
�
４
５

　

１
０
）　

http://w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
海
。
魚
を

食
べ
た
り
、
海
で
遊
ん
だ
り･･･

私

た
ち
は
海
の
め
ぐ
み
と
と
も
に
く
ら

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
海
が
今
、
私
た
ち
の
ふ
だ

ん
の
く
ら
し
に
よ
っ
て
苦
し
ん
で
い

る
っ
て
本
当
か
な
。

ど
う
し
て
海
が
苦
し
ん
で
い
る
の

か
、
み
ん
な
で
探
偵
と
な
っ
て
国
府

の
街
並
み
を
歩
き
な
が
ら
、
そ
の
原

因
を
探
る
旅
に
出
か
け
よ
う
！

私
た
ち
の
海
を
知
り
、
海
を
大
切

に
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
、
大
人
も

子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
校
低
学

年
は
保
護
者
同
伴
）

日　

３
月
11
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　

国
府
公
民
館

定　

先
着
30
人
程
度

料　

２
０
０
円
（
昼
食
代
・
保
険
料

な
ど
）

※　

当
日
集
金
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　

３
月
７
日
㈫

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申･

問

本
庁
環
境
課
内

は
ま
だ

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
・
ス
タ
ジ
オ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
・
子

ど
も
向
け
教
室
な
ど
、
心
身
の
健
康

づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
講
座
を
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
開
始
日

３
月
１
日
㈬　

午
前
９
時
～

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜

田
に
あ
り
ま
す
。

体
験
会

申
込
方
法　

左
表
で
講
座
を
確
認
の

上
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
用
意
す
る
も
の
な
ど
は
、
申

込
時
に
案
内
し
ま
す
。

申
・
問　

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

ラ・ペアーレ浜田　体験会講座一覧
講座名 日時（３月） 申込締切日 参加費 定員

カ
ル
チ
ャ
ー
の
講
座

１ マクラメジュエリー初級 17日㈮ 10:00～12:00 ９日㈭ 1,500円 15人

２ ハンドメイド 17日㈮ 13:30～15:30 ７日㈫ 1,800円 10人

３ 手作りニット 21日㈫ 10:30～12:30 18日㈯ 500円 ５人

４ 手織り 22日㈬ 13:00～15:00 1,000円 ６人

ス
タ
ジ
オ
・
プ
ー
ル
・
ジ
ム
の
講
座

５ ゆる体操 14日㈫ 11:00～12:00

各前日 各300円

10人

６ ビューティ コア エクサ
サイズ 14日㈫ 20:10～21:10 10人

７ はじめてのハワイアンフラ 15日㈬ 15:45～16:45 10人

８ 心と身体の呼吸法
① 16日㈭ 10:00～11:15 10人

② 17日㈮ 19:00～20:15 10人

９ 太極舞 17日㈮ 12:50～13:50 10人

10 ピラティスヨガマット 18日㈯ 14:30～15:30 10人

11 ポール・エクササイズ 22日㈬ 15:45～16:45 10人

12 ロコモチャレンジ！！
（運動機能向上トレーニング） 23日㈭ 11:00～12:00 10人

13 AQUA　ZUMBA（アクアズンバ）23日㈭ 18:45～19:45 10人

14 ３Ｂベビー＆ママ
（生後１か月以上） 27日㈪ 12:00～13:00 10組

15 ストレッチポール
ベーシックセブン

① 29日㈬ 20:00～21:00 16人

② 30日㈭ 11:00～12:00 16人

16 ジムマシン・デモンスト
レーション 30日㈭ 19:30～20:30 10人

17 リラックスヨガ 30日㈭ 20:10～21:10 10人

18 インナーダイエット ４月４日(火) 　9:45～10:45 10人

開
設
期
間　

４
月
18
日
㈫
～
９
月
30

日
㈯

受
付
開
始
日

３
月
18
日
㈯　

午
後
１
時
～

定　

左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

料　

小
・
中
・
高
校
生

（
週
２
回
課
程
）
４
、
０
０
０
円

（
週
１
回
課
程
）
２
、
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　

４
、
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　

５
、
２
０
０
円

マ
マ
＆
ベ
ビ
ー
キ
ッ
ズ

６
、
２
０
０
円

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　

８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
・
一
般

　

１
、
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　

１
、
２
０
０
円

申
・
問　

石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

石見武道館　前期スポーツ教室一覧
教室名 曜日 時間 対象 定員 開講日

（４月）

剣道 火・木 18:30～20:00 小・中学生 60人 18日

ＹＤ（やればできる）教室
（レクリエーションスポーツ） 水 10:00～11:30 一般

（大学生以上）

20人

19日ラージボール卓球 水 13:30～15:30 44人

柔道 水・金 18:30～20:00 幼児～中学生 60人

ママ＆ベビーキッズ３Ｂ 木 10:00～11:30 乳児～入園前
幼児と保護者

30組
(60人) 20日

レスリング 木 18:30～20:00 幼児～中学生 30人

フレッシュアップ３Ｂ 金 10:00～11:30 一般
（大学生以上） 30人

21日居合道
金 18:30～20:00 小学校４年生

～中学生 10人

金 18:30～20:30 高校生以上 20人

気功・太極拳（昼） 金 13:30～15:00 一般
（大学生以上）

30人

気功・太極拳（夜） 土 18:30～20:00 30人 22日

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

イ
ベ
ン
ト

障
が
い
者
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

あ
な
た
の
思
い
や
り
が

地
域
を
変
え
る

浜
田
公
民
館

作
品
展
示
会
・
屋
外
市
場

再
犯
防
止
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

～
受
刑
者
が
今
、
思
う
こ
と
～

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

環
境
学
習
イ
ベ
ン
ト

「
こ
の
先
、
海
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

４
月
～
９
月
講
座 

体
験
会

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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話
を
す
る
の
は
苦
手
だ
け
ど
色
々

な
人
の
お
話
は
聞
い
て
み
た
い
と
い

う
人
に
お
勧
め
で
す
。

対
象　

島
根
県
在
住
の
28
歳
～
42
歳

の
独
身
男
女

日　

３
月
17
日
㈮

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

※　

開
催
時
間
中
は
自
由
に
入
退
室

で
き
ま
す
。

場　

い
わ
み
ー
る　

会
議
室
１

料　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
16
日
㈭

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
１
５
０
）

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
た
め
、
あ

る
日
突
然
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
る
こ
と

に
な
っ
た
４
歳
の
あ
っ
く
ん
。
怒
っ

て
家
出
を
し
冒
険
が
始
ま
り
ま
す
。

兄
弟
の
上
の
子
目
線
で
子
ど
も
時
代

の
行
き
つ
戻
り
つ
の
心
の
成
長
ス

ト
ー
リ
ー
に
、
お
と
な
も
ほ
っ
こ
り

あ
の
頃
を
思
い
出
し
て
し
ま
う
お
芝

居
で
す
。

日　

３
月
19
日
㈰

　

①
午
後
２
時
～
２
時
55
分　

②
午
後
６
時
～
６
時
55
分

場　

い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　

一
般　
　

３
、
９
０
０
円

　

３
歳
以
下　

無
料

問　

浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

震
災
か
ら
６
年
、
復
興
も
ま
だ
半

ば
の
被
災
地
の
「
今
」
に
思
い
を
寄

せ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。歌
・
フ
ル
ー

ト
・
バ
イ
オ
リ
ン
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日　

３
月
20
日
㈷

午
後
２
時
～
４
時

場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　

無
料

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
箱
を
設
置
し

ま
す
。
全
額
を
東
北
３
県
に
寄
付

し
ま
す
。

問　

メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会　

佐
々
木
さ
ん
（
☎
０

９
０
‐
５
３
７
５
‐
３
１
５
５
）

　

浜
田
市
体
育
協
会
は
、
合
併
10
周

年
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
記
念
事
業
と

し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

多
く
の
賞
品
が
当
た
る
企
画
も
あ
り

ま
す
。

日　

３
月
12
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

受
付　

午
前
９
時
30
分
～

ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

集
合
場
所　

お
魚
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

コ
ー
ス　

５
㎞

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

小
学
校
３
年
生
以
下
は
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

・
本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
（
☎
�
９
７
２
１
）

・
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９
５
０

７
‐
１
７
５
５
）

江
津
市
嘉
久
志
町
で
町
並
み
探
検

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
砂
浜

に
消
え
た
川
や
島
を
訪
ね
、
江
戸
時

代
明
治
時
代
の
地
図
を
片
手
に
開
拓

前
の
原
風
景
を
探
し
ま
す
。

日　

３
月
26
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
江
津
市
）

料　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　

下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７
）

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遠

慮
な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
18
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　

事
務
局
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９
２

　

‐
５
９
６
０
）

　

石
見
焼
や
石
州
和
紙
な
ど
、
地
場

産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
展
示
即
売
や
、

石
央
地
域
（
浜
田
市
・
江
津
市
）
の

え
え
も
ん
う
ま
い
も
ん
市
、
陶
器
の

２
割
引
セ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　

３
月
12
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

場　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
江

津
市
）

問　

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
５
�
０
６
０
０
）

エ
ッ
セ
イ
、
小
説
、
詩
、
童
話
な

ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
朗
読

し
ま
す
。
新
た
な
本
の
魅
力
に
出
会

い
ま
せ
ん
か
？

日　

３
月
11
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場　

中
央
図
書
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

朗
読
作
品

・
川
端
康
成
著
「
夏
の
靴
」

・
渡
辺
和
子
著
「
置
か
れ
た
場
所
で

咲
き
な
さ
い
」

・
浅
田
次
郎
著
「
回
転
扉
」
ほ
か

料　

無
料

問　

朗
読
を
楽
し
む
会
「
波
」

佐
々
本
さ
ん　

午
後
６
時
以
降

（
☎
�
２
０
３
６
）

千
年
比
丘
一
号
墳(

四
世
紀
前

半)

の
発
掘
調
査
を
担
当
さ
れ
た
大

谷
晃
二
さ
ん
が
石
見
の
前
期
古
墳
に

つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日　

３
月
12
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　

波
佐
公
民
館
（
と
き
わ
会
館
）

演
題　

千
年
比
丘
一
号
墳
と
石
見
の

古
墳

講
師　

大
谷
晃
二
さ
ん
（
松
江
北
高

等
学
校
教
諭
）

料　

無
料

問　

西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

隅
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４
６
９

７
‐
２
８
１
８
）

洗
っ
て
繰
り
返
し
使
え
て
環
境
に

や
さ
し
い
「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」
の
活

用
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日　

３
月
17
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時

場　

い
わ
み
ー
る　

１
０
１
研
修
室

定　
30
人

講
師　

太
田
航
平
さ
ん
（
地
域
環
境

デ
ザ
イ
ン
研
究
所
ｅ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｎ

ｅ
代
表
理
事
）

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申･

問　

本
庁
環
境
課
内　

は
ま
だ

エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
）

文
系
学
部
で
あ
る
島
根
県
立
大
学

総
合
政
策
学
部
の
研
究
室
に
お
い

て
、
行
政
機
関
や
企
業
と
ど
の
よ
う

な
共
同
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の

か
を
紹
介
し
、
産
学
連
携
の
可
能
性

に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

日　

３
月
11
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場　

石
見
公
民
館

演
題　

大
学
文
系
学
部
に
よ
る
行
政

・
企
業
と
の
共
同
研
究
の
取
組
み

講
師　

久
保
田
典
男
さ
ん
（
島
根
県

立
大
学
准
教
授
）

料　

無
料

問　

浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
�
６
４
５
３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

「
ご
縁
ル
ー
ム
」

～
結
婚
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
つ

男
女
が
気
軽
に
集
ま
る
場
所
～

浜
田
お
や
こ
劇
場　
鑑
賞
例
会

「
い
ま
か
ら
い
え
で
に

い
っ
て
き
ま
す
」

東
日
本
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト

浜
田
市
体
育
協
会
合
併
１0
周
年
記
念

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

「
浜
田
漁
港
を
巡
る
み
ち
」

第
１
７
５
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

　
　
　
　
亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

地
場
産
業
祭

春
の
朗
読
会

西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

文
化
講
演
会

リ
ユ
ー
ス
食
器
活
用
セ
ミ
ナ
ー

浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会

文
化
講
演
会
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,791 19,448 21,625 41,073
金 城 1,914 2,118 2,280 4,398

旭 1,379 1,408 1,469 2,877
弥 栄 693 650 719 1,369
三 隅 2,908 2,956 3,294 6,250
合 計 26,685 26,580 29,387 55,967

人　口（１月末現在）

（単位：人）

ア
ク
ア
ス
春
祭
り
２
０
１
７

　

ア
ク
ア
ス
に
春
が
や
っ
て
き
た
！

石
見
の
お
い
し
い
味
が
大
集
合
！
石

見
神
楽
を
は
じ
め
、
様
々
な
ス
テ
ー

ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

ア
ク
ア
ス
前
中
央
広
場

※　

天
候
に
よ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

変
更
や
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

　

冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　

３
月
31
日
㈮
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日

午
後
０
時
30
分
～
（
約
15
分
）

※　

春
休
み
期
間
（
３
月
25
日
㈯
～

31
日
㈮
）
は
、毎
日
開
催
し
ま
す
。

※　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
パ
パ
・
マ
マ
の
会

「
お
魚
さ
ん
に
あ
い
に
行
こ
う
！
」

ア
ク
ア
ス
の
裏
側
を
探
検
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
伝
え
る
・
拡
げ
る
」

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
流
行
が
あ

る
、
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
伝
え
、
伝
え
ら
れ

た
人
同
士
の
間
で
拡
が
っ
て
は
じ
め

て
成
立
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
展
示

で
は
雑
誌
や
写
真
、
版
画
な
ど
人
と

人
の
間
を
媒
介
し
、
流
行
を
作
っ
て

き
た
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

日　

３
月
１
日
㈬
～
４
月
10
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
火
曜
日

場　

石
見
美
術
館
展
示
室
Ｂ

料　

一
般　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

大
学
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

高
校
生
以
下　

無
料

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

石
見
美
術
館
展
示
室
Ａ
・
Ｃ
の
閉
室

の
お
知
ら
せ

３
月
１
日
㈬
～
４
月
３
日
㈪
の
期

間
、
展
示
室
Ａ
・
Ｃ
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
た
め
閉
室
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

の
展
示
室
は
通
常
通
り
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
公
演

伝
統
を
守
り
古
い
形
態
を
留
め
つ

つ
、
よ
り
洗
練
さ
れ
て
い
く
益
田
糸

操
り
人
形
は
、
わ
が
国
で
上
演
さ
れ

て
い
る
操
り
人
形
の
中
で
唯
一
無
二

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
か

ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
熟
練

と
伝
統
の
技
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

日　

３
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

開
場　

午
後
１
時

場　

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

出
演　

益
田
糸
操
り
人
形
保
持
者
会

日　

３
月
13
日
㈪

午
前
10
時
～
（
30
分
程
度
）

場　

ア
ク
ア
ス
館
内

定　

先
着
20
人

料　

無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　

当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
春
の
野
鳥
を
観
察
し
よ

う
！
」

　

春
に
は
ど
ん
な
野
鳥
が
見
ら
れ
る

の
か
な
？
探
し
て
み
よ
う
！

日　

３
月
12
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　

環
境
ふ
れ
あ
い
館

定　
30
人

料　

無
料

講
師　

三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
学

芸
員
さ
ん

申
込
方
法　

電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　

学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

料　

全
席
自
由

一
般　
　
　
　

５
０
０
円

友
の
会
会
員　

４
０
０
円

高
校
生
以
下　

無
料

　

今
で
も
口
ず
さ
め
る
大
ヒ
ッ
ト
曲

を
多
く
も
つ
、
太
田
裕
美
さ
ん
・
庄

野
真
代
さ
ん
・
渡
辺
真
知
子
さ
ん
の

３
人
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。

一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
お

し
ゃ
べ
り
も
聞
き
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
一
緒

に
、
野
球
場
で
楽
し
く
野
球
を
体
験

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

小
学
校
新
１
年
生
～
新
６
年

生
男
女

日　

４
月
９
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※　

随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
時
間

内
に
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

場　

浜
田
市
野
球
場

講
師　

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
指
導
者

料　

無
料

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
野
球
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※　

４
年
生
以
上
は
、
子
ど
も
の
み

の
参
加
が
可
能
で
す
（
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
運
動

靴
・
飲
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

バ
ッ
ト
・
グ
ロ
ー
ブ
は
貸
出
し
し

ま
す
。

※　

傷
害
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

本
庁
生
涯
学
習
課
内　

浜
田
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

（
☎
�
９
７
２
１
）

ス
キ
ー
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
似
た

ポ
ー
ル
を
つ
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
な
が
ら
歩
く
と
ひ
ざ
な
ど
足
に
か

か
る
負
担
が
軽
く
な
り
楽
に
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
初
め
て
の
人
大
歓

迎
で
す
。

日　

３
月
19
日
㈰
・
４
月
16
日
㈰

（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　

浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　

各
回
40
人
程
度

料　

無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日　

５
月
28
日
㈰　

午
後
３
時

開
場　

午
後
２
時
30
分

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
・
開
始
日

・
石
央
文
化
ホ
ー
ル

　

３
月
11
日
㈯　

午
前
９
時
～

・
本
庁
文
化
振
興
課

３
月
13
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
～

※　

そ
れ
ぞ
れ
チ
ケ
ッ
ト
販
売
開
始

日
は
、
来
館
者
・
来
庁
者
の
み
販

売
し
ま
す
。

※　

１
人
５
枚
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

料　
（
全
席
指
定
）

前
売
券
一
般　
　

２
、
０
０
０
円

当
日
券
一
般　
　

２
、
５
０
０
円

※　

前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、
当

日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

こ
の
公
演
は
、
宝
く
じ
の
助
成

に
よ
り
、
特
別
料
金
に
な
っ
て
い

ま
す
。

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
・
問　

石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

宝
く
じ
文
化
公
演

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
歌
う

青
春
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

「
野
球
を
や
ろ
う
！
」

野
球
体
験
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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県
西
部
に
伝
わ
る
石
見
神
楽
は
、

軽
快
な
囃
子
に
あ
わ
せ
豪
華
絢
爛
な

衣
裳
で
舞
う
迫
力
の
あ
る
舞
が
特
徴

で
す
。
現
在
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美

術
館
で
は
、
石
見
神
楽
の
魅
力
を
紹

介
す
る
展
覧
会
を
開
催
中
で
す
。

　

今
回
は
、
石
見
神
楽
と
関
係
の
深

い
浜
田
の
伝
統
文
化
で
あ
る
石
州
和

紙
や
長
浜
人
形
・
石
州
瓦
・
衣
裳
も

取
り
上
げ
、
そ
の
技
の
素
晴
ら
し
さ

に
注
目
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
神
楽
社
中
３
団
体
の
協
力
の

下
、
衣
裳
や
面
・
小
道
具
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
上
来
原
神
楽
社

中
・
坂
本
神
楽
社
中
・
両
谷
神
楽
社

中
の
歴
史
や
宝
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
大

人
気
の
神
楽
体
験
を
神
楽
舞
台
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

石
見
の
歴
史
と
文
化
が
育
ん
だ
伝

統
の
技
を
、再
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。

会
期　

３
月
20
日
㈷
ま
で

料
金　

一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

小
・
中
学
生　
　

１
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
挑
戦
》

①
和
紙
の
神
楽
衣
裳
づ
く
り

◎
３
月
５
日
㈰

定
員　

先
着
20
人

講
師　

西
田
裕
さ
ん

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

②
和
紙
の
缶
バ
ッ
チ

◎
３
月
11
日
㈯

講
師　

川
平
勇
雄
さ
ん

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

③
つ
け
染
め
和
紙
体
験

◎
３
月
12
日
㈰

講
師　

久
保
田
彰
さ
ん

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

④
和
紙
染
め
つ
け
マ
ー
ブ
リ
ン
グ

◎
３
月
19
日
㈰

講
師　

西
田
誠
吉
さ
ん

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

《
ミ
ニ
鬼
瓦
・
ミ
ニ
瓦
の
絵
付
け
》

◎
３
月
４
日
㈯

定
員　

各
先
着
20
人

講
師　

石
州
瓦
工
業
組
合
の
皆
さ
ん

参
加
費

　

ミ
ニ
鬼
瓦　
　

１
人
３
０
０
円

　

ミ
ニ
瓦　
　
　

１
人
２
０
０
円

※　

型
ぬ
き
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。

《
ミ
ニ
天
蓋
づ
く
り
》

◎
３
月
18
日
㈯

講
師　

竹
内
惟
臣
さ
ん

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

《
衣
裳
ハ
ギ
レ
で
エ
ビ
ス
の
鯛
作
り
》

◎
３
月
20
日
㈷

定
員　

先
着
20
人

参
加
費　

１
人
３
０
０
円

《
ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
》

◎
３
月
25
日
㈯
・
26
㈰

参
加
費　

１
人
１
０
０
円

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

■
石
見
神
楽
定
期
公
演
（
３
月
）

◎
５
日
㈰　

両
谷
神
楽
社
中

12
日
㈰　

石
見
神
楽
細
谷
社
中

19
日
㈰　

美
川
西
神
楽
保
存
会

時
間　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　

無
料

■
浜
田
の
伝
統
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル◎
３
月
20
日
㈷

時
間　

正
午
～
午
後
４
時

内
容　

田
ば
や
し
や
石
見
神
楽
な
ど

出
演　

石
見
神
楽
亀
山
社
中
ほ
か

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　

無
料

　

３
月
25
日
㈯
か
ら
、「
コ
ロ
コ
ロ
、

カ
タ
カ
タ 

木
の
お
も
ち
ゃ
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

本
展
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ

ナ
ー
・
樋
口
一
成
さ
ん
の
作
品
を
は

じ
め
、
世
界
の
木
の
お
も
ち
ゃ
な
ど

を
紹
介
す
る
も
の
で
、
参
加
体
験
型

の
展
覧
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
気

の
ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
遊
ぶ
作
品
も

登
場
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期　

５
月
28
日
㈰
ま
で

３
月
の
休
館
日

月
曜
日　

６
日
・
13
日
・
27
日

展
示
替　
21
日
㈫
～
24
日
㈮

前回の神楽公演

　

石
正
美
術
館
で
は
、
没
後
一
年
回

顧
展「
石
本
正　

魂
の
軌
跡
」（
後
期
）

を
開
催
中
で
す
。

　

３
月
25
日
㈯
か
ら
は
、
当
館
の
展

示
室
の
名
前
が
変
わ
り
ま
す
。
本
館

展
示
室
は
「
石
本
正
記
念
展
示
室
」

と
し
て
、
若
い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の

画
業
の
足
跡
を
、
い
つ
で
も
見
る
こ

と
の
出
来
る
石
本
正
作
品
選
を
年
４

回
の
展
示
替
え
で
開
催
。
ま
た
、
新

館
展
示
室
は
「
企
画
展
示
室
」
と
し

て
、
幅
広
い
展
覧
会
を
行
う
予
定
で

す
。
こ
の
春
は
、
生
前
よ
り
画
家
・

石
本
正
が
念
願
し
て
い
た
「
石
本
正

素
描
展
（
仮
称
）」
を
開
催
し
ま
す
。

会
期没

後
一
年
回
顧
展
「
石
本
正　

魂

の
軌
跡
」　
（
後
期
）

３
月
12
日
㈰
ま
で

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

石
本
正
作
品
選
Ⅰ
（
仮
）

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正　

素
描
展
（
仮
）

３
月
25
日
㈯
～
６
月
11
日
㈰

料
金一

般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

前
売
券
（
一
般
６
０
０
円
）
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ

コ
ー
ド
６
３
１
７
４
）
又
は
、
山

陰
中
央
新
報
社
西
部
本
社
ほ
か
に

て
３
月
12
日
㈰
ま
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※　

３
月
25
日
㈯
以
降
は
一
般
の
み

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）
と
な
り

ま
す
。

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

展
示
替
休
館

３
月
13
日
㈪
～
24
日
㈮

　県内を中心に音楽活動・指導を行う杉本孝一さんと、その門下生
たちによるサックスコンサート。卒業を迎える生徒や、音楽の道に
進んだ卒業生が、春に向けてそれぞれの思いを込めて演奏します。
日時　３月25日㈯　午後２時～４時
会場　石正美術館創作室　　　　　　　料金　無料
演奏　杉本孝一先生と門下生一同

　邑智郡美郷町の陶芸家・森山良二さん。その50年の創作活動をた
どることのできる初めての作品展を開催します。10代の頃に描かれ
た絵画から、現在の陶芸作品に至るまで一挙公開。「自然の中で生き、
感動する。やっぱりここ（石見）ですよ」と語る森山さん。石見の
自然に根ざし制作する一人の作家の姿をぜひご覧ください。
会期　３月12日㈰まで
会場　石正美術館ギャラリー　　　　　料金　無料
森山良二ギャラリートーク　３月５日㈰・11日㈯　午後２時～３時

《ギャラリー展示》
「三隅の桜」展

３月25日㈯～４月７日㈮

《イベント情報》
第52回石本正絵画教室

３月４日㈯・５日㈰　終日　
定員　30人（要予約）

森山良二ギャラリートーク
３月５日㈰・11日㈯
午後２時～３時
料金　無料

おとなのアートサロン
「心いきいき！～春の山を描く～」

３月９日㈭　午後１時～３時　
定員　20人（要予約）
料金　2,000円

石本正「鳥骨鶏」1960年
　（個人蔵）

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.243

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

石
見
神
楽
と
浜
田
の
伝
統

展
―
受
け
継
が
れ
た
技
―

　
　
　
　
　
　
　
開
催
中

コ
ロ
コ
ロ
、
カ
タ
カ
タ

　
　
　
木
の
お
も
ち
ゃ
展

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎きみょうにして正直「奇想の陶芸家　森山良二作品
　展」人の心の内側を旅して

◎サックスコンサート「それぞれの旅立ちvol.3」
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島
根
県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目

の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
律

学
な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆

さ
ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
学
習
で
き
ま
す
。
あ
な

た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

３
月
３
日
㈮
～
10
日
㈮

受
講
期
間　

４
月
～
９
月

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ

　
　
　
　
２
０
１
６
出
場
結
果

　

平
成
28
年
11
月
６
日
に
最
終
順

位
が
発
表
さ
れ
、
本
学
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
オ
ロ
リ
ン
」

は
１
４
２
１
体
中
総
合
３
６
７

位
（
企
業
・
そ
の
他
部
門
で
は

５
７
９
体
中
１
４
６
位
）、
得
票

が
５
２
５
９
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

初
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
平
成
27
年

よ
り
も
総
合
順
位
が
１
１
７
位
上

が
り
ま
し
た
。

　

投
票
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
卒
業
す
る
４
年
生
３
人

に
、
浜
田
で
過
ご
し
た
感
想
な
ど
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

恩
田
麻
有
さ
ん
（
松
江
市
出
身
）

才
木
瞳
美
さ
ん
（
松
江
市
出
身
）

青
木
美
奈
子
さ
ん（
益
田
市
出
身
）

浜
田
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
？

才
木　
「
カ
ッ
コ
イ
イ
大
人
が
い
る
」

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
中
で
、

浜
田
市
に
は
地
域
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
起
業
家
・
経
営
者
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
将

来
私
も
彼
ら
の
よ
う
に
働
い
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浜
田
市
に
来
て
、「
自
分
の
憧
れ
」

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

青
木　

子
育
て
や
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
浜
田
の
自

然
に
つ
い
て
の
話
を
し
た
り
と
、

地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
姿

勢
に
感
心
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

環
境
で
育
つ
浜
田
の
子
ど
も
た
ち

に
は
、
い
つ
も
見
る
も
の
が
新
鮮

で
、
直
感
を
信
じ
て
生
き
る
素
直

な
心
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

浜
田
で
好
き
な
場
所
は
？

恩
田　
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
」
で
す
。

海
・
山
・
マ
リ
ン
大
橋
な
ど
浜
田

市
全
て
を
一
望
し
て
い
る
気
持
ち

に
な
る
か
ら
で
す
。

青
木　

田
町
に
あ
る
龍
泉
寺
で
す
。

お
寺
を
掃
除
す
る
と
、
心
ま
で
磨

か
れ
ま
す
。
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ

て
も
温
か
い
雰
囲
気
で
迎
え
て
く

れ
、
県
大
生
の
第
２
の
家
と
し
て

居
心
地
の
良
い
場
所
で
す
。

浜
田
で
ど
ん
な
活
動
を
し
ま
し
た
か
。

感
想
も
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

恩
田　

県
内
の
果
物
を
使
用
し
た
商

品
を
開
発
し
、
学
園
祭
で
販
売
し

ま
し
た
。
レ
シ
ピ
か
ら
果
物
の
調

達
な
ど
全
て
学
生
で
考
え
、
試
行

錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
壁
に
ぶ
つ

か
る
た
び
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
手

を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
り
、
ひ
と

つ
の
商
品
と
し
て
販
売
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
助
け
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

才
木　

ゼ
ミ
の
活
動
で
英
語
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

Iw
am

i T
ravel G

uide

（
イ
ワ

ミ
ト
ラ
ベ
ル
ガ
イ
ド
）
と
い
う
サ

イ
ト
で
、
石
見
地
方
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
外
国
人

観
光
客
に
紹
介
す
る
活
動
で
す
。

運
営
に
当
た
り
、
浜
田
市
の
飲
食

店
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

最
後
に
浜
田
市
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

恩
田　

大
学
生
活
を
振
り
返
り
、
と

て
も
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
と
思

え
た
の
は
、
浜
田
市
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
私
自
身
何

倍
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
も
皆
さ
ん
が
成
長
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
卒
業
し
浜
田
市
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
人

に
浜
田
市
の
す
て
き
な
部
分
を
発

信
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

才
木　

私
に
と
っ
て
浜
田
は
第
二
の

故
郷
で
す
。
４
年
間
の
浜
田
市
で

の
生
活
で
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学

や
地
域
で
の
経
験
を
ほ
か
の
人
と

シ
ェ
ア
し
、
い
つ
か
浜
田
市
に
恩

返
し
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木　

山
育
ち
の
私
が
、
日
本
海
の

荒
々
し
い
海
を
見
て
過
ご
し
ま
し

た
。
海
の
よ
う
に
勢
い
の
あ
る
浜

田
の
元
気
な
皆
さ
ん
と
一
緒
に
い

る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
充
実

し
た
４
年
間
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
編
集　

企
画
調
整
室
）

才木さん

恩田さん

青木さん

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　

３
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

タ
イ
ト
ル

げ
ん
き
げ
ん
き
ノ
ン
タ
ン
～
で
か

で
か
あ
り
が
と
う
（
２
０
０
９
年

作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　

３
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
５
分

タ
イ
ト
ル

旅
立
ち
の
島
唄
～
十
五
の
春
～

（
２
０
１
３
年
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

◎
３
月
11
日
㈯

タ
イ
ト
ル　

動
物
村
の
消
防
隊

◎
３
月
26
日
㈰

タ
イ
ト
ル　

マ
ッ
ク
ン
と
プ
ー
ち
ゃ

ん
時
間　

午
後
２
時
～
３
時

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

☆
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館
日

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
通
常
の
休
館

日
に
加
え
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

休
館
日　

３
月
１
日
㈬
～
３
日
㈮

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　

毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
覚
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ
ー

テ
リ
ン
グ
。

対
象　

５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　

３
月
５
日
㈰

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
第
２

定
員　

先
着
20
人
程
度

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

金
城
図
書
館

か
な
ぎ
図
書
館
☆
お
は
な
し
会

日
時　

３
月
11
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ

楽
し
い
お
り
が
み
教
室

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
り

が
み
で
遊
び
ま
す
。

テ
ー
マ

ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
も
の

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　

３
月
１
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　

３
月
11
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　

お
は
な
し
の
部
屋

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
絵
本
な
ど
の
読
み
語
り

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お
は

な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の
飾
り

付
け
を
行
い
ま
す
。

３
月
の
テ
ー
マ

２
色
の
切
り
起
こ
し
タ
ン
ポ
ポ

☆
寄
贈
本
の
受
付
に
つ
い
て

　

浜
田
市
立
図
書
館
で
は
、
寄
贈
本

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
本
は
、
図
書
館

の
本
と
し
て
登
録
す
る
ほ
か
、
秋
の

読
書
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
「
本
の
リ
サ

イ
ク
ル
市
」で
お
譲
り
し
て
い
ま
す
。

　

本
は
い
つ
で
も
受
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
各
図
書
館
に
直
接
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
辞
書
・
事
典
・
視
聴
覚
資

料
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）、
傷
み

が
激
し
い
本
は
受
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　図書館では、司書がリレー形式でおすす
めの１冊を紹介していきます。
中央図書館　司書のおすすめ

「うえきばちです」
川端誠作　ＢＬ出版刊（分類Ｅカワ）

　タイトルどおり、表紙にはうえきばちが
１つ描かれています。
　植えたものに水をやると、めが出て、は
が出て…どんどん成長していきます。何が
出来るのかは読んでのお楽しみ。
　一人で読むのも楽しいですが、ぜひ読み
聞かせの会などでどうぞ。小学校中学年か
ら高学年に人気です。もしかしたら、子ど
もより大人の反応の方が良いかもしれない、
そんな絵本です。

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！

中
央
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
13
日
㈪
・
27
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

火
曜
日
～
金
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
７
時

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

図書館情報
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vol.161
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

～
卒
業
企
画
～　
　
　
　
　

卒
業
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

平
成
29
年
度
春
学
期（
４
月
開
講
）

科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
募
集

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

図
書
館
利
用
案
内
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●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　島根県断酒新生会浜田支部は、飲酒問題に悩む人たちの自助組織として昭和50
年に設立した、お酒をやめたい人なら誰でも入ることができる会です。
　支部では、毎月各自治区で断酒例会を行い会員自身や家族が飲酒にまつわる体
験を語ったり聞いたりしています。このことにより自分とお酒の関係を自覚し、
断酒に取り組み、断酒の継続に努めています。また、保健所・市役所の保健師と
連絡を取り合い飲酒問題に困っている人の相談にのったり、あさひ社会復帰促進
センターのアルコール問題矯正プログラムの支援を行っています。さらに、市内
の学校などで自らの体験を話すことで飲酒の怖いところを知ってもらうなど啓発
活動も行っています。
　会の皆さんは、「アルコール依存症はお酒を飲む人なら誰でもかかる可能性の
ある病気です。会員はぞれぞれの体験を語り聞くことにより自分の悩みを解決す
る糸口を見つけ断酒に取り組んでいます。お酒はやめたくても一人ではやめられ
ません、今後もみんなで支え合い活動を続けていきます」と話していました。

第
48
回
浜
田
市
美
術
展

書
第
１
部　
市
長
賞

　
　
　
「
Ｙ
ｏ
」　
福
井
暢
子

※　
１
月
末
人
口
は
29
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

書
第
２
部　
市
長
賞

　
　
　
「
枯
樹
賦
」　
河
村
恭
子

わがまち 再発見！

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697–8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ0855–22–3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.shimane.jp

Facebook（浜田市広報係）
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

島根県断酒新生会浜田支部


